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図 2.5: 登録してある差動入力ブロックその 1
10
図 2.6: 登録してある差動入力ブロックその 2
11
図 2.7: 登録してある出力ブロックその 1




























































設定値 0.9V I1 I2 I3
電源電圧 設定値 [V] I4 I0 I5






































































































































































































































































































































































Ag = w  l (2.12)
Ad = w  0:6m (2.13)





































































































PD2 OR IRN (2.20)
ここで、GBP(Gain Bandwidth Product)は利得帯域幅積 [Hz]、PM(Phase
Margin)は位相余裕 [deg]、PD(Power Dissipation)は消費電力 [W]、OR(Output
Resistance)は出力抵抗 [






AREA CUR PS (2.21)
ここで、CMRR(CommonMode Rejection Ratio)は同相除去比 [倍]、AREA(Chip




Value 4 = PSRROVR PM (2.22)
ここで、PSRR(Power Supply Rejection Ratio)は電源電圧変動除去比 [倍]、



















解を遺伝子型 (Geno Type)と呼び、元の解を表現型 (Pheno Type)と呼ぶ。
また、個体の集団を母集団 (Population)と呼ぶ。GAはこの母集団に対し



































表 2.3: 図 2.30における各回路の適応度と評価値
回路 回路A 回路 B 回路 C 回路D 回路 E 回路 F
適応度 3 8 12 8 12 12
評価値 0 0 100 0 200 150




で新たな回路を生成する。図 2.31aに交叉前の 2つの個体を、図 2.31bに
交叉後の 2つの個体を示す。交叉前の 2つの個体をそれぞれ Circuit 1と





A1 B1 C1 A2 B2 C2
Circuit 1 Circuit 2
(a)交叉実行前の個体
A1 B1 C2 A2 B2 C1







































MOSのゲート幅 (W) 0.27m  50.0m















































図 3.1: 回路トポロジー (部門 1での最高性能回路)
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表 3.2: 図 3.1の素子パラメータ (部門 1での最高性能回路)
素子 素子値






















表 3.3: 図 3.1の評価項目算出結果（部門 1での最高性能回路）
評価項目 算出値 コンテスト要項
















評価関数計算結果 4:0129 1019 無し
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図 3.2: 図 3.1の周波数特性 (部門 1での最高性能回路)
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図 3.3: 図 3.1の立ち上がりスルーレート波形 (部門 1での最高性能回路)
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図 3.5: 回路トポロジー (部門 2での最高性能回路)
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表 3.4: 図 3.5の素子パラメータ (部門 2での最高性能回路)
素子 素子値
















表 3.5: 図 3.5の評価項目算出結果（部門 2での最高性能回路）
評価項目 算出値 コンテスト要項
















評価関数計算結果 6:8427 1013 無し
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図 3.6: 図 3.5の周波数特性 (部門 2での最高性能回路)
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図 3.7: 図 3.5の立ち上がりスルーレート波形 (部門 2での最高性能回路)
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図 3.9: 回路トポロジー (部門 3と部門 4での最高性能回路)
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表 3.6: 図 3.9の素子パラメータ (部門 3と部門 4での最高性能回路)
素子 素子値



















表 3.7: 図 3.9の評価項目算出結果（部門 3と部門 4での最高性能回路）
評価項目 算出値 コンテスト要項
















部門 3評価関数計算結果 4:9421 108 無し
部門 4評価関数計算結果 4:1768 109 無し
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図 3.10: 図 3.9の周波数特性 (部門 3と部門 4での最高性能回路)
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図 3.11: 図 3.9の立ち上がりスルーレート波形 (部門 3と部門 4での最高
性能回路)
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を、表 3.8 表 3.11に示す。優勝した回路の評価値と比較すると、どの
部門においても 1000倍以上の大差を付けられていることが分かる。
図 3.13: 図 3.1を部門 1に投稿した結果
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図 3.14: 図 3.5を部門 2に投稿した結果
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図 3.15: 図 3.9を部門 3に投稿した結果
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表 3.8: 部門 1での自動設計回路と優勝回路の比較





部門 1評価関数計算結果 4:9421 108 1:1053 1024
表 3.9: 部門 2での自動設計回路と優勝回路の比較








部門 2評価関数計算結果 6:8427 1013 1:7891 1021
表 3.10: 部門 3での自動設計回路と優勝回路の比較
評価項目 性能値 (図 3.9の回路) 本年度部門 3優勝回路
位相余裕 68.0deg 73.7deg




部門 3評価関数計算結果 4:9421 108 1:0951 1016
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表 3.11: 部門 4での自動設計回路と優勝回路の比較
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